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講演要旨：
相分離現象は非平衡物理学における主要なテーマの一つとして平衡状態・非平衡状態ともにこれ

まで多く研究されてきたが、相分離の逆の過程である溶解現象については、非平衡状態に関する

研究があまり行われていない。溶解は非平衡現象における基礎的な過程であることから、詳細な

理解が求められている。

近年、疎水性イオン液体が水に混合する際、２液間の界面厚が溶解の最終段階まで一定に保たれ

ることが明らかとなり、強い界面張力を伴う溶解過程として注目されている [1]。またこの系の溶

媒である水にエタノールを混ぜることにより系の疎溶媒性を弱めると、イオン液体の液滴に、自

発的に、時間・空間的にランダムに穴が開く現象（アクティブホール現象）が起こることが見出

された [2]。一般に液相バルク中での液滴における穴の生成には大きな界面エネルギーが必要であ

り、その力の起源については現在、２成分溶媒の濃度ゆらぎに起因する界面張力の空間的不均一

性によるものと考えられているが、詳細は明らかになっていない。セミナーではアクティブホー

ル現象に関する実験結果と機構について議論したい。
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